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梅
雨
空
か
ら
ま
ぶ
し
い
夏
空
に
変
わ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
五
月
一
日
を
も
っ
て
「
令
和
」
と
改
め
ら
れ
た
新
し
い
元
号
も
、
次
第
に
親

し
み
を
増
し
、
や
が
て
新
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

入
学
式
の
お
祝
い
の
言
葉
で
は
、
現
在
の
教
育
界
の
動
向
と
そ
の
特
色
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
た
。
学
習
指
導
要
領
は
大
幅
に
改
訂
さ
れ
、
新
し
い
科
目
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

大
学
の
共
通
入
試
も
記
述
式
問
題
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
英
語
で
は
実
用
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
訂
の
中
で
、
も
っ
と
も
核
心
を
な

す
の
は
、
生
徒
自
身
に
よ
る
探
求
型
の
学
習
で
あ
り
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す

る
と
い
う
問
題
解
決
型
の
も
の
で
す
。
教
師
に
よ
る
一
方
的
な
講
義
式
授
業
か
ら
脱
皮

し
、
生
徒
自
身
に
よ
る
、
あ
る
い
は
友
達
と
の
協
働
的
、
対
話
的
作
業
に
よ
る
、
主
体

的
な
学
習
へ
の
移
行
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
主
体
的
、
対
話
的
学
習
が
今
後
の
大
き
な

目
標
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
も
は
や
教
室
で
の
主
役
は
教
師
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち
自
身

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
転
換
が
な
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
が
い
ち
だ

ん
と
複
雑
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
人
工
知
能
を
は

じ
め
と
す
る
機
械
文
明
は
ま
す
ま
す
威
力
を
増
し
、
私
た
ち
人
間
が
受
け
身
に
回
っ
た

な
ら
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
私
た
ち
を
蹂
躙
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
中
で
私
た
ち
が
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
自
ら
を
確
立
し
、
膨
大
な
情
報
を
主
体
的

に
処
理
す
る
能
力
の
必
要
性
で
す
。
多
く
の
情
報
に
振
り
回
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自

分
の
頭
で
考
え
、
自
ら
の
言
葉
で
発
信
す
る
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
主
体
的
学
習
能
力
は
、
な
に
も
教
室
内
だ
け
で
育
ま
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
放
課
後
の
部
活
動
や
社
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
育
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
海
外
留
学
制
度
や

提
携
校
へ
の
短
期
留
学
制
度
な
ど
も
、
自
分
を
磨
く
絶
好
の
場
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

本
校
の
卒
業
生
の
中
に
は
、
高
校
時
代
に
短
期
留
学
を
体
験
し
、
苦
手
の
英
語
に
代
え

て
中
国
語
を
取
得
し
、
消
極
的
だ
っ
た
自
分
の
性
格
を
ま
る
で
反
対
の
性
格
に
変
え
た

方
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
事
に
も
挑
戦
で
き
る
若
人
へ
と
成
長
し
、
今
で
は
日
本
を

代
表
す
る
ホ
テ
ル
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
こ
そ
、長
い
人
生
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
時
期
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
日
々

の
学
習
に
打
ち
込
む
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
の
興
味
を
見
つ
け
、
自
分
を
変
え

る
く
ら
い
の
熱
意
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
本
校
で
は
、
四
月
以
来
、

生
徒
会
親
睦
行
事
や
、
保
護
者
参
観
日
、
全
県
総
体
と
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
送
っ
て

参
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
多
く
の
部
活
動
が
東
北
大
会
や
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
皆
さ
ん
の
成
長
に
寄
与
す
る

も
の
で
し
ょ
う
。
新
時
代
を
迎
え
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
楽
し
い
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に
支
援
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
時
代
へ
の
希
望

校
長　

花　

田　

富
二
夫

座禅会 生徒会親睦行事
入学式

運動会



　

私
が
所
属
し
て
い
る
総
合
研
究
コ
ー
ス
は
、
勉
強
と
部
活
動
の

両
方
に
力
を
入
れ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

学
習
面
で
は
、
授
業
科
目
も
増
え
、
内
容
も
難
し
く
な
っ
て
い

く
中
で
、
私
は
、
そ
の
日
授
業
で
分
か
ら
な
か
っ
た
所
を
、
復
習

や
予
習
を
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
私
は
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

中
学
の
時
よ
り
も
、
練
習
が
ハ
ー
ド
に
な
り
、
つ
ら
い
事
も
あ
り

ま
す
が
、「
全
国
大
会
出
場
」
を
目
指
し
て
、
頼
り
に
な
る
先
輩

方
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
応
援
さ
れ
る
人
に
な
る
た
め
に
、
サ
ッ

カ
ー
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
生
活
で
も
、
身
だ
し
な
み
を
整

え
、
あ
い
さ
つ
、
礼
儀
な
ど
を
み
ん
な
で
高
め
合
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

毎
日
を
大
切
に
楽
し
み
な
が
ら
高
校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

目
標
に
向
か
っ
て

１
年
Ｂ
組　

内
藤　

蒼
空

　

私
が
所
属
す
る
特
別
進
学
コ
ー
ス
α
は
、
部
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
大
学
進
学
に
向
け
た
レ
ベ
ル
の
高
い
授
業
が
受
け
ら
れ
る

コ
ー
ス
で
す
。

　

毎
日
の
授
業
は
七
時
間
で
、
一
回
一
回
の
授
業
の
内
容
が
濃
く
、

予
習
・
復
習
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

朝
テ
ス
ト
も
月
・
水
・
金
の
週
三
回
あ
り
、
中
学
生
の
頃
よ
り

家
庭
で
の
学
習
時
間
が
大
幅
に
増
え
た
た
め
、「
自
分
の
力
を
伸

ば
す
」
に
は
最
高
の
環
境
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
も
並
行
し
て
行
え
る
の
で
、
や
る
か
ら
に
は
本

気
で
挑
も
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

終
了
の
時
間
は
日
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
、
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
」
と

い
う
目
標
に
向
か
い
日
々
努
力
す
る
こ
と
は
、
中
学
生
の
頃
よ
り

も
よ
り
強
い
精
神
力
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
社
会

に
出
て
も
自
立
し
て
生
活
出
来
る
知
識
と
精
神
力
を
、
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

知
識
力
と
精
神
力

１
年
Ｈ
組　

佐
藤　

快
政

　

私
が
所
属
し
て
い
る
文
理
コ
ー
ス
は
、
大
学
進
学
を
目
指
し
な

が
ら
、
勉
強
と
部
活
の
両
方
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー

ス
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス
で
過
ご
し
て
早
二
ヶ
月
。
未
だ
に
慣
れ
な

い
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

私
は
放
送
部
と
生
徒
会
執
行
部
を
兼
部
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
二
つ
の
部
活
の
仕
事
を
す
る
の
は
大
変
で
す
が
、
先
輩

や
先
生
方
の
協
力
も
あ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
二
つ
の
部
活
動
で
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
勉
強
も
、
分
か
ら
な
い
所
が
あ

れ
ば
そ
の
教
科
を
得
意
と
し
て
い
る
友
人
に
聞
い
た
り
、
先
生
に

聞
い
た
り
し
て
、
分
か
ら
な
い
所
を
一
つ
一
つ
無
く
し
て
い
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
家
で
も
空
い
て
い
る
時
間
を
利
用
し
て
授
業
の

予
習
・
復
習
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
勉
強

と
部
活
動
の
両
立
は
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大
変
さ
が
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
要
素
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
、

自
分
な
り
に
楽
し
い
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

入
学
し
て
早
二
ヶ
月

１
年
Ｇ
組　

寺
山　

寛
菜

総合研究コース

特別進学コースα特別進学コースβ

文 理 コ ー ス

避難訓練

　

特
別
進
学
コ
ー
ス
β
は
勉
強
を
が
ん
ば
る
コ
ー
ス
で
す
。
平
日

八
時
間
、
土
曜
日
三
時
間
の
授
業
を
行
い
、
ク
ラ
ス
み
ん
な
が
大

学
進
学
を
目
指
し
、
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

勉
強
の
進
む
ペ
ー
ス
が
速
い
の
で
授
業
に
お
い
て
い
か
れ
な
い

よ
う
毎
日
の
予
習
・
復
習
が
必
要
で
す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

先
生
方
に
質
問
す
る
と
、
わ
か
る
ま
で
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

な
の
で
授
業
に
お
く
れ
る
こ
と
も
な
く
実
力
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
二
十
人
と
少
な
く
、
女
子
の
人
数
も
四
人

と
少
な
い
た
め
上
手
く
や
っ
て
い
け
る
か
不
安
だ
っ
た
け
ど
日
を

重
ね
る
ご
と
に
慣
れ
て
い
き
、
授
業
の
雰
囲
気
も
良
い
の
で
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
仲
が
良
く
毎
日
ク
ラ
ス
は
笑
顔
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
を
ク
ラ
ス
み
ん
な
で

充
実
し
た
も
の
に
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

日
々
を
大
切
に

１
年
Ｉ
組　

河
合　

茜
音
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２
Ｉ
・
２
Ｊ
副
担
任

　
　

炭
元
ひ
と
み
（
国
語
）

２
Ｆ
担
任

　
　

木
皿　

幸
太
（
地
歴
・
公
民
）

２
Ｉ
担
任

　
　

佐
藤　

正
貴
（
理
科
）

２
Ｊ
担
任

　
　

鈴
木　
　

颯
（
理
科
）

２
Ｇ
担
任

　
　

田
中　

貴
大
（
数
学
）

２
Ａ
担
任

　
　

岡
部　

卓
哉
（
理
科
・
情
報
）

２
Ａ
・
２
Ｂ
副
担
任

　
　

高
井　
　

寿
（
国
語
）

２
Ｇ
・
２
Ｈ
副
担
任

　
　

ソ
ー
フ
ィ
ン
・
テ
イ
ト（
英
語
）

２
Ｅ
・
２
Ｆ
副
担
任

　
　

仙
北
屋　

稔
（
数
学
）

２
Ｈ
担
任

　
　

市
川　
　

聖
（
公
民
）

２
Ｄ
担
任

　
　

増
田　

浩
司
（
地
歴
・
公
民
）

２
Ｂ
担
任

　
　

佐
々
木
公
兵
（
家
庭
・
情
報
）

２
Ｃ
・
２
Ｄ
副
担
任

　
　

小
坂　

一
俊
（
保
健
体
育
）

２
Ｅ
担
任

　
　

北
田　

一
晃
（
英
語
）

２
Ｃ
担
任

　
　

袴
田　

廣
樹
（
保
健
体
育
）

３
Ｉ
・
３
Ｊ
副
担
任

　
　

佐
藤　

俊
大

（
保
健
体
育
）

３
Ｆ
担
任

　
　

鈴
木　

健
樹

（
地
歴
・
公
民
）

３
Ｃ
・
３
Ｄ
副
担
任

　
　

徳
永　

謙
二

（
保
健
体
育
）

３
Ｉ
担
任

　
　

吉
田　

景
太

（
数
学
）

３
Ｄ
担
任

　
　

菅
原　

正
徳

（
数
学
）

３
Ｇ
担
任

　
　

三
浦　

一
喜

（
数
学
）

３
Ａ
・
３
Ｂ
副
担
任

　
　

佐
貫　

大
知

（
地
歴
・
公
民
）

３
Ｂ
担
任

　
　

佐
々
木
俊
作

（
情
報
）

３
Ｃ
担
任

　
　

黒
澤　

光
栄

（
理
科
）

３
Ｅ
担
任

　
　

石
崎　

聖
也

（
音
楽
）

３
Ｈ
担
任

　
　

柴
田　

邦
彦

（
国
語
）

３
Ｇ
・
３
Ｈ
副
担
任

　
　

輿
石　

重
弘

（
地
歴
・
公
民
）

３
Ｅ
・
３
Ｆ
副
担
任

　
　

長
谷
川　

孝

（
英
語
）

３
Ａ
担
任

　
　

鷲
谷　
　

翼

（
地
歴
・
公
民
）

３
Ｊ
担
任

　
　

藤
原　

尚
紀

（
理
科
）

学年部の紹介 よろしくお願いします!!

１
Ｃ
・
１
Ｄ
副
担
任

　
　

五
代
儀
大
志

（
国
語
）

１
Ｅ
・
１
Ｆ
副
担
任

　
　

齋
藤　
　

信

（
数
学
）

１
Ｆ
担
任

　
　

加
藤　

紘
子

（
保
健
体
育
）

１
Ｅ
担
任

　
　

高
井　

智
一

（
英
語
）

１
Ｄ
担
任

　
　

西
澤　

拓
也

（
地
歴
・
公
民
）

１
C
担
任

　
　

近
江　

恒
史

（
英
語
）

１
Ｉ
副
担
任

　
　

佐
藤　

尚
子

（
英
語
）

１
Ｂ
担
任

　
　

菊
池　

祐
太

（
地
歴
・
公
民
）

１
Ａ
担
任

　
　

柏
谷　

健
一

（
地
歴
・
公
民
）

１
Ｉ
担
任

　
　

渡
部　

法
宏

（
理
科
）

１
Ｈ
担
任

　
　

大
矢　

佑
介

（
理
科
）

１
Ｇ
・
１
Ｈ
副
担
任

　
　

小
林　

研
太

（
美
術
）

１
Ｇ
担
任

　
　

斎
藤　

慎
一

（
数
学
）

１
Ａ
・
１
Ｂ
副
担
任

　
　

伊
藤　
　

光

（
保
健
体
育
）

1 年 部

2 年 部

3 年 部
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運
動
部

全
国
大
会
出
場

　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
・
レ
ス
リ
ン
グ
部
・
剣
道
部

　

少
林
寺
拳
法
同
好
会

東
北
大
会
出
場

　

野
球
部
・
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

　

レ
ス
リ
ン
グ
部
・
剣
道
部
・
陸
上
競
技
部

◆
野
球

● 

第
67
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
秋

田
県
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

優　

勝

● 

第
66
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

準
優
勝

◆
男
子
サ
ッ
カ
ー　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
４

◆
女
子
サ
ッ
カ
ー　
　
　
　

東
北
大
会
出
場

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　
　
　

２
回
戦

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子　
　
　

１
回
戦

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

　

団
体
戦

　

小
川
・
高
橋
・
小
野
・
豊
島
・
佐
藤
・
長
谷
川
・
赤
塚

ベ
ス
ト
８

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

　

団
体
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
戦

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子　
　
　
　
　

優　

勝

（
３
年
連
続
16
度
目
）

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子　
　
　
　
　

優　

勝

（
11
年
ぶ
り
13
度
目
）

◆
テ
ニ
ス

　

男
子
団
体　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
戦

　

女
子
団
体　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
戦

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

五
十
嵐　

菜
　々
　
　
　
　

ベ
ス
ト
16

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

五
十
嵐
・
菅
原　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

◆
卓
球

　

男
子
団
体　
　
　
　
　
　
　

１
回
戦
敗
退

◆
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　
　

２
回
戦
敗
退

◆
レ
ス
リ
ン
グ

　

団　

体　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２　

位

　

個　

人　
　

51
㎏　

２
位　

髙
橋　

龍
世

　
　
　
　
　
　

55
㎏　

３
位　

持
田　

隼
佑

　
　
　
　
　
　

80
㎏　

３
位　

保
坂　
　

凜

　
　
　
　
　
　

125
㎏　

優
勝　

佐
々
木
優
太

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

　
　
　
　

女
子
50
㎏　

優
勝　

今
野
陽
茉
里

◆
剣
道

　

男
子
団
体　
　
　
　
　
　

優
勝（
初
優
勝
）

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
東
北
大
会
出
場
権

　

女
子
団
体　
　
　
　
　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

　

男
子
個
人

　
　

土
田　

倖
大　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
大
会
出
場
権

　

女
子
個
人

　
　

本
間　

乃
亜　
　
　
　
　

三
回
戦
敗
退

　

優
秀
選
手
賞　
　
　
　
　
　

土
田　

倖
大

◆
水
泳

　

男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
　

決
勝　

３
位　

小
林　

恭
弘

　

男
子
１
５
０
０
ｍ
自
由
形

　
　
　

タ
イ
ム
決
勝　

１
位　

小
林　

恭
弘

　

女
子
50
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
　

決
勝　

１
位　

山
本　

碧
花

　

女
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　
　
　

決
勝　

５
位　

山
本　

碧
花

◆
陸
上
競
技

　

男
子
８
０
０
ｍ　
　

４
位　

岩
谷　

健
裕

　

男
子
１
１
０
ｍ
Ｈ　

５
位　

熊
田　

凌
平

　

男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ　

３
位　

熊
田　

凌
平

　

男
子
棒
高
跳　
　
　

１
位　

佐
々
木　

優

　

女
子
４
０
０
ｍ　
　

４
位　

遠
藤　

美
玲

　

女
子
８
０
０
ｍ　
　

１
位　

遠
藤　

美
玲

　

女
子
１
５
０
０
ｍ　

５
位　

石
井　

美
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
位　

加
藤　

楓
香

　

女
子
３
０
０
０
ｍ　

６
位　

石
井　

美
里

　

女
子
三
段
跳　
　
　

３
位　

佐
々
木
梨
歌

◆
少
林
寺
拳
法

　

男
子
単
独
演
武　
　

優
勝　

千
田
龍
之
介

　

男
子
学
校
総
合　
　

優
勝
（
初
優
勝
）

文
化
部

◆
放
送

●  

第
60
回
秋
田
県
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト 

兼 

第
66
回 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン

テ
ス
ト
秋
田
県
大
会

　

朗
読
部
門

　

入
選　

武
田　
　

明

　

創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

　

入
選　

カ
ン
シ
ョ
ウ

　

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　
　
　
　

入
選　

君
は
知
っ
て
い
る
か
？

　
　
　
　
　

ビ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
Ａ
ｃ
ｅ
を

　

創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門

　

優
秀
賞
（
全
国
大
会
出
場
）　

ト
ウ
コ
ウ

　

総
合
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銅
賞

第
65
回
秋
田
県
高
校
総
体

編
集
・
発
行▶

明
桜
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　

秋
田
市
下
北
手
桜
守
沢
８
番
地
１

大
会
成
績


